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特集１／場所論・認識論・文明論
巻頭言
特集にあたって
千葉大学大学院人文社会科学研究科教授／公共哲学センター長　
小林　正弥
　本特集「場所論・認識論・文明論」は、2007 年 5 月 7 日（月）に開催され
た 21 世紀 COE プログラム対話研究会「場所論・認識論・文明論」（於、千葉
大学大学院人文社会科学研究科棟 2 階マルチメディア会議室）の記録をまとめ
たものである。この研究会は、2006 年 1 月 28 日（土）に開催されたシンポ
ジウム「風土論・環境倫理・公共性」（『公共研究』第 3 巻第 2 号に収録）お
よび 2007 年 2 月 4 日（土）に開催されたシンポジウム「文明論・環境倫理・
公共哲学」（『公共研究』第 4 巻第 2 号に収録）に続くものである。
　今回の研究会は、前回のシンポジウム「文明論・環境倫理・公共哲学」でも
講演していただいた伊東俊太郎氏を再びお招きして、場所論をテーマにお話し
していただき、その上で公共哲学の観点からこれまでの議論を総括することを
目的として開催された 1。
　伊東氏の講演では、場所論の視点が認識論の変革をもたらすために、文明の
転換にもつながる可能性をもっているという議論がなされた。当日出席された
本 COE リーダーの広井良典氏のコメントにもあったように、この報告は、伊
東氏の比較文明論と認識論が融合された内容であり、独創的で興味深いもので
あった。また、筆者がコメントしたように、伊東氏の場所論はアメリカの「コ
ミュニタリアニズム」の理論に親和的であると思われる。
　続けて筆者が、前回と今回の伊東氏の講演をふまえて、公共哲学の観点から
1 当日の参加者は約 20 名であったが、専門家が多く、環境論や哲学の研究者と伊東
氏との間で意義深い質疑応答が交わされた。
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の文明論の構想について報告した。「公共哲学」の問題意識については、『公
共研究』第 1 巻第 1 号に掲載された山脇直司氏（東京大学）の報告「公共哲
学とは何か」および『公共研究』第 2 巻第 4 号の特集「公共哲学と公共倫理」
における筆者の報告「公共哲学の概念――原理、展開、そして未来」に詳しい
ので、これらを参照していただければ幸いである。
　ここでは、これらを前提にして、公共哲学を各論として発展させるために、
その一領域として「歴史公共哲学」という考え方を初めて提起し、それを文明
論に即して論じた。ヘーゲルやヤスパースの歴史哲学が文明論的な側面を持っ
ているように、歴史公共哲学も文明論を軸にして展開することが有意義だ、と
考えている。これは、公共哲学研究においても新しい問題提起である。
　本特集を含め前述の３回の特集は、風土、文明、場所といったテーマを公共
哲学の観点から検討する試みとして、貴重な意味を持っていると思う。今後の
研究の導きの糸となることを祈りたい２。
＊対話研究会「場所論・認識論・文明論」は、千葉大学大学院人文社会科学研究科
の研究プロジェクト「『場所の感覚』の総合政策的検討」の共催のもとで開催された。
また、住友財団環境研究助成プロジェクト「環境の公共哲学――理論と実践の架橋」
（代表者 : 小林正弥）の一環である。なお、コーディネートの実務は、吉永明弘（千
葉大学公共研究センター）が行った。
2 本特集では、当日の講演と討論を可能な限り収録した。なお、講演者、コメンテー
ターの肩書きは研究会当日のものである。講演、質疑応答、およびパネルディスカッ
ションについてはテープおこしの記録に、講演者、コメンテーター及び発言者が加筆・
修正した。小見出しについては、公共研究編集委員会で適宜付加した。
